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紛争の実情には、境界が紛争になったのはいつ頃からなのか、今までにどのような話し合いがなされ
たのか、あなたの主張と相手の方の主張とはどこがどのように違うのかなどについてお書きください。

（例）昨年の10月頃、隣の○○さんが尋ねてきて、コンクリートブロック塀が３０㎝ほど入り込んで構築されているの
で、早急に取り壊して欲しいと言われた。私は、同塀は他界した私の父が２０年ほど前に自費で構築したものであ
り、元々あった境界石のところに建てたものと聞かされていて、はみ出して建てたものではないとの返答はしてい
る。相手の方は、何かにつけて３０㎝ほど入り込んでいるとの一点張りで、話を聞こうともしない状態です。

紛
争
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情

紛
争
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情

（例）　私と○○さんとの間にあるコンクリートブロック塀は、他界した私の父が20年ほど前に費用を負担して構築し
たものであり、同塀の支えも私の敷地にあるので、○○さんとの土地境界は同塀の東側の線であります。
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因
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旨

申
込
の
原
因

（例）　私と○○さんとの土地境界は、両地間にあるコンクリートブロック塀の東側の線が境界であることについて、
話し合いによる解決を求めます。

申込の趣旨には、話し合いをとおして、どのような解決を望んでいるのかについてお書きください。

申し込みの原因には、解決を望むについて、その原因となった事実関係についてお書きください。



現　　地　　説　　明　　図

現地の境界の状況について、あなたのご主張の境界線と相手の方が主張されている境界線に
関して、その主張する境界線の違いなどを図示してご説明ください。


